
下水圧送管路における硫化水素腐食箇所の効率的な調査・診断技術に関する研究

ダクタイル鉄管（内面モルタルライニング）の
内面腐食事故

圧送管路における現状 ①腐食危険箇所の絞込み技術の検証

ﾓﾙﾀﾙﾗｲﾆﾝｸﾞ管内面粉体塗装管
or

内面液状ｴﾎﾟｷｼ塗装管
縦断図による調査

問題無し ﾎﾟﾝﾌﾟ停止時に非満流になる箇所

空気弁の確認

ﾎﾟﾝﾌﾟON/OFF時に空気弁が吸排気している
or

弁室内から硫化水素臭がする

更新計画の立案
or 更新

空気弁室または調査立坑からの
超音波測定

内面塗装による判断

測定センサー

超音波厚さ計

管外面側

発錆部
管内面側

改正下水道法
（5年に1回の点検義務化）

維持管理手法の
ニーズの高まり

＜現状の圧送管路維持管理フロー＞

①腐食危険箇所の絞込み技術の検証が不十分

＜検証方法＞

過去の腐食事故発生箇所（管路縦断図）

絞込み技術による腐食危険範囲との照合

絞込み技術の精度検証

＜検証イメージ＞

過去の腐食事故データによる検証

②腐食危険箇所の劣化診断技術の確立（直接診断）

＜技術開発＞

＜イメージ：カメラによる管内調査＞

φ75空気弁
（実内径 70㎜）

Wi-Fi

スマートフォン

操作棒

デジカメ（Wi-Fi対応）

補助ストロボライト

スマートフォン（Wi-Fi）

地上から操作

φ75空気弁

操作棒

補助ライト
デジカメ

空気弁からカメラによる管内調査技術

空気弁から管内付着物の除去技術

内面腐食状況を確認可能に（調査立坑不要）

管内調査機器の開発

内面劣化状況の分類分け

管路内環境と腐食速度の関係性

更新優先順位付け

③老朽度判定基準の確立

老朽度判定基準の確立

＜確立方法＞

既存技術の課題

＜検証方法＞

実管路での検証

腐食危険箇所の絞込み

実管路における腐食危険箇所の決定

管内調査機器による診断

内面劣化状況の確認

②腐食危険箇所の劣化診断技術において、
直接診断（超音波測定）時に調査立坑が必要

③更新優先順位付けのための老朽度判定基準が無い
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